
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専専門門家家にによよるる講講演演会会がが開開催催さされれままししたた！！  

開  催  概  要  

講講演演テテーーママ：：  ココーーポポララテティィブブタタウウンン女女川川ををめめざざししてて  

平成 25年 2月 14日発行 

女川町まちづくりワーキンググループの内容をお知らせします 

 1月 10日（木）に、まちづくりの専門家による講演会

が開催されました。 

 講師は（有）アトリエ U 都市・地域空間計画室の「宇

野健一」氏で、復興まちづくりのあり方や、駅周辺の景観

デザインに関して、講演して頂きました。 

 年始めの忙しい時期にも関らず多くの町民の方々が参

加し、貴重なお話に耳を傾けていました。 

 
● 当日のプログラム ● 

１ 開会 

２ 講演会 

・これからの復興まちづくりのあり方について 

・専門家による駅前プロムナードのスケッチの 

  考え方について 

３ 意見交換 

４ JR女川駅の構想案の説明 

５ 閉会 

 今回のプログラムは、宇野氏の講演会と JR女川駅の構想案に関する町からの説明の２本立てでした。 

 講師の宇野氏は、ご本人の地元である東京都多摩市を中心に、“居住者の目線から取り組むまちづくり”

に努めている方で、今後女川町においてどのようなまちづくりがなされるべきなのかアドバイスをいただく

とともに、スケッチをもとに駅前プロムナードの整備イメージを紹介していただきました。 

 参加した町民のみなさんとの意見交換では、今後のワーキングにおいて参考になるような話題が複数提供

され、非常に有意義な講演会となりました。 

号外 

● 日 時： 平成 25年 1月 10日（木） 

         18:45～20:45 

● 場 所： 町役場 会議室 

● 参加者： 23名 

●●●●●●   講講講演演演会会会ででで紹紹紹介介介ささされれれたたた主主主なななアアアイイイデデディィィアアア   ●●●●●●   

・ 現在の自然環境をうまくまちに取り込むこと

が重要ではないか。 

・ 住民自らまちを PRし、人を呼び込むことが必

要である。 

・ まちづくりには住民の力が不可欠である。 

・ 以前女川で暮らしていた人が、戻ってきたく

なるようなまちになるとよい。 

・ 美しすぎる町にする必要はない。 

・ 女川らしさを出すためには、海とどう共存し

ていくか検討することが重要である。 

・ 駅から海を見通せる場所は貴重である。 

女川町役場 復興推進課 

〒986-2261 宮城県牡鹿郡女川町女川浜字大原 316 電話:0225-54-3131(代表) 



≪講演会資料より≫ 

  

  

  

  

  

 
≪講師の紹介≫ 

● 氏名：宇野 健一 氏 

● 所属：（有）アトリエ U都市・地域空間計画室 代表取締役 

● 専門分野 

・ 都市・地域計画の立案および関連業務 

・ ニュータウン・住宅地の企画・計画・設計および関連業務 

・ 街づくりの誘導・支援・参加型街づくりのコーディネート全般 


